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自己肯定感を高める学級づくりの在り方
-互いに認め合う活動を通してー
学習開発分野 (14220905) 小野 拓
学級は学校生活の蓋避であり，集団生活を通して人と人とのかかわりを学ぶ場である。し
かし，各種調査結果等から，日本の子どもたちは自己肯定感が低く，そのことにより学級の
中でも常に相手に気を使い，人間関係がストレスになっている現状が見浸けられる。そこで
本研究は，子どもたちの自己肯定感を高める学蔽づくりを目指し，構成的グループエンカウ
ンターなどの取り組みを通して， r子どもたちが互いに認め合う活動」の必要性を明らかに
した。
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1 .問題の所在と方法
(1)問題の所在及t用究の背景
学級は，子どもたちにとって学校生活の心のより
どころでなくてはならない。学級において，子ども
たちは自己を開放して語り合い，ともに喜び射歯み
を共有し，相互に高め合う。
一方，内閣府『今を生きる若者の意識~国際比
較からみえてくるもの"'~(13"'29歳)による
と，日本の若者の『自分自身に満足している~ (図
表1)，W自分には長所がある~ (図表2)の項目に
対して「そう思うJと容えている人の割合はとも
に7カ国中最低(日本・韓国・アメりカ・イギリ
ス・ドイツ・フランス・スウェーデン)となって
いる。また，ベネッセ・コーポレーションの「第
2回子どもの生活実態調査Jによると， r仲間外れ
にされないように話を合わせるJrグループの仲間
同士で固まっていたい」という子どもが増加して
いる。これらのことから日本の子ども・若者は国
際的に見て自己肯定感が低い傾向にあることが分
かる。このような状況のなかで，子どもたちは，
友だちとかかわり方に自信がもてず，差しさわり
なく相手にあわせ，嫌われないようにと緊張して
過ごしている傾向にある。
学級づくりについて小学校学習指導要領角醐特
別活動編伏部科学省， 2∞8)では， r学級活動の指
導に当たっては，児童の学校生活の居場所として
の学級という考えを重視し，児童一人一人が自ら
よりよい生活を過ごせるよう援助する必要があ
る。」と記されている。このような状況の中， 子ど
もたちが楽しく安心して学校生活を送るためには，
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学級の中で，互いに認め合って生活していくこと
が大切である。互いに認め合うことによって，自
分の大切さに気づき，自分を価値あるものと尊重
する気持ちを育む，自己肯定感を高める指導が今
後さらに重要になってくると考える。
(2)研究の目的
「教育用語辞典J(山崎・片上， 2003)によると，
自己肯定感とは「自己自身の存在に対する認識と
して，自己の身体的な特徴や能力や性格などにつ
いて肯定的に考えたり，感じたりする感情をさす。」
と定義される。
速水位005)は「自己肯定感は，親しい人間関
係の中にある周りの人たちから，承認され賞賛さ
れる経験を通して形成される」と述べている。
このことから，子どもたちの自己肯定感を高め
るためには，学級において子どもたちが瓦いに認
め合える人間関係を形成することが大切だと考え
る。そこで，本研究では「子どもたちの自己肯定
感を高める学級づくりJを目指し，そのために「子
どもたちが互いに認め合える活動」の必要性を明
らかにすることを目的とする。
曲 (1995)は「なんでも言える学級集団は，お
互いに認め合う集団であり，それぞれ子どもの心
のよりどころとなる集団である。それは，一人ひ
とりの子どもが，安心して活動でき，自分の持っ
ているものを十分に発揮することのできる集団で
ある。Jと述べている。これらのことから，互いを
認め合うことを土台として築かれる学級雰囲気は，
千どもたちの自己肯定感を育て，子どもたち自身
が学級をよりよいものにしようと自ら考えて行動
し，お互いに高め合っていく自治的集団としての
姿につながっていくと考え本テーマを設定した。
(3)研究の方法
認め合う活動の先行研究や文献を整理する。学
級活動などでの構成的グループエンカウンター
(以後SGEと言00，朝の会・帰りの会などでの
ショートエクササイズに焦点を当てて，認め合う
活動を検討し，自己肯定感を高める手立てを探る。
さらに，都融専門実習での取り組みを考察し，互
いに認め合うことを土台として自己肯定感を高め，
学級をより良いものにしていく学級経営について
検討したい。
2 先行研究の検討
藤波 (2∞5)i子どもたちが，落ち着いて学校
生活を送り，学習へ向かっていくには，学習の場
である学級が安心できる居心地のょいところでな
くてはならない。居心地良く過ごせるようにする
ためには，ありのままの自分が出せること，それ
を受け入れる集団でなくてはならなし九ありのま
まの自分を出すためには，自分のよくないところ
を知り，それを受け入れる必要がある。ありのま
まの自分を受け入れることで，自分を好きになり，
自己肯定感を持つことができる。」と述べている。
このことから，自己肯定感を高めるには自分に
ついて知り， i自己受容」が必要である。
住田・南 (2003)は「耕市や他の児童・生徒と
の関係の中で，自己が受容され承認されていると
感じ，自分の存在を確認できるときに，子どもは
学校を居場所として意識することができる。jと述
べている。
以上のことから，一人ひとりが互いを尊重し合
い，認め合える，そういった体験を日常的にさせ
ることが一人ひとりの自己肯定感を育むことにつ
ながると考える。そして，自己肯定感を高めるた
めには，自分について知り自己受容すること，人
と人のかかわりのなかでの認め合い(承認)が重
要であると考えられる。ありのままの自分を，自
身で認めることやみんなから認められること，そ
のことによって自分に自信が持てるようになるこ
とが自己肯定感を高める上での第一歩であると考
える。
岡田 (1996)は「あるがままの自分を自己受
容でき，他者を受け入れることができたなら，学
級は自由で安全な雰囲気がつくれるはずである。」
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と述べている。さらに， i児童・生徒が，自分自身
を認識し，自己受容するために必要なことは，学
級内の人間関係を通して 自尊感情を高めること
である。」と述べ，そのための手立てとして，論理
的背景をもっているのが SGEだと述べている。
このことから，SGEの取り組みを通して自己受容
させることは，子どもたちが自分を肯定的に捉え
ることにつながると考える。そして，このことが
子どもたちの支え合い，助け合う人間関係の根底
に必要であり，否定されない自由で安全な学級へ
とつながると考える。
八巻 (1999)は「否定的な雰囲気の学級」にお
いてショートエクササイズをプログラム化して，
「お互いが否定されず，認め合えるような雰囲気
づくり」を実践した。プログラムを計画する際に
大きくE期(I期:耕恥の信頼関係を促進する
E期:否定されない支持的な雰囲気づくり
E期:本音でつきあえる集団の雰囲気づくり)に
うまけてショートエクササイズを行った。八巻
1開9)は， iこれらの実践の結果から，一人一
人が相手のよさを知ることで自己理解を深め，ソ
ーシヤノレスキノレを身につけたことで，もし否定さ
れても心理的なダメージを受けない自分づくりが
できた。学級は否定的な雰囲気から『みんな違っ
てそれでいい』という支槻句な雰囲気へと変容し
た。」と述べている。
以上により，認め合う関係づくりには
①自分について知り，それを受け入れる(自己
受容する)こと。
②耕市と子どもの関係，子ども同士の関係を築
いていき，それによって構築される否定され
ない雰囲気づくり
以上の2点が認め合う雰囲気の士台となると考え
る。
3.実践と結果
本研究の実践は，教職専門実習Eで配属された
山形市立 M 小学校での授業観察を行ったことに
ついてと， 5年生 (19名)を対象にSGEの授業
を行ったことについてのものである。
(1) 授業観察からわかったこと
項目①は，聴き取りから分かった，学級経営を
充実させるために担任が強く意識していることで
あり，項目②は，授業観察から考察したそのクラ
スの実態である。結果は以下の通りである。
-教材研究 -自己有用感
-自信を持たせる
① -子どもたちの名前を呼ぶ
-子どもと目を合わせる
-自他の意見の良いところに目を向けさせる
-友達を批判しない
② -攻撃的でない
-自由に発言できる雰囲気
-耕曜との心理的な距離が近い
(2) SGEの学級活動の実践
題材名 いいところさがし一心の桔束ー
対象 山形市立M小学校5年生
参加人数 19名
実施日時 平成26年11月27日5校時
ねらい 友達のよさを見つけたり，友達が見
つけた自分のよさを知ったりする体
験を通して，互いに認め合う喜びゃ
大切さに気づくことができる。
内容(エク rl.t 'l.t、ところさがし」
ササイス1 活動班のグループになり，他のグノレ
一プ (2グループ7の友達の良いと
ころを一人一人付筆に書く。ょいと
ころを書いてもらえる人数が平等に
なるように割り当てる。本時ではー
人あたり 8人からそれぞれょいとこ
ろを書いてもらえるよう設定した。
書いた付筆を友達のカードに貼りに
いく。友達から貼ってもらった付筆
を読んでどう感じたかカードに記入
する。
図1.活動場面の写真
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活動後の変容が見られる感想の抜粋
・とにかく楽しかったし，人の良いところも見つ
けられた。 ・自分では思いつかないけど，友達
は僕の良いところをいっぱし吹口っていたo .人
から自分の良いところを書いてもらうととても
うれしかった。 ・この手紙のほとんどは電車の
ことなので，とても自信を持っていられると，思い
ました。 ・これからも自分と友達の良いところ
を見つけていきたい。 ・自分では気づかないと
ころも書いであってうれしい0 ・自分がクラス
のみんなから慕われていてうれししL-自分があ
まり思いつかないことを考えて書いていた人が
いたのを見て，自分のことをよく知っていると思
ってうれしかった。
4.考察
山形市立 M小学校での担任の学級経営におけ
る意識調査を行い，授業観察を行ったことから明
らかになったこ左と，SGEの授業実践を行ったこ
とで明らかになったことについて考察する。
第一に，担任のはたらきかけが，子どもたちに
友達の良いところに目を向けさせ，認め合わせる
など，他者を否定しない雰囲気づくりに効果があ
った。それが，子どもたちが自由に発言できる雰
囲気や思いやりのある人間関係につながっていた。
例えば，子どもたちから出た意見に対して「いま
のAくんの意見(視，却のどこがよかった?Jと
いうような問いかけを行い，良いところに目を向
けさせていた。また，毎日子どもたち一人一人の
名前を呼び，しっかりと目を合わせることで，子
どもたちに学級に対する所鳳惑をもたせていたこ
とが，その土台となっていた。特に，学習が苦手
な子どもに対しては，答えられそうな問題を意図
的に指名し，自信を持たせるなどの配慮もしてい
た。このような他者封蝉ト否定しない雰囲気づ
くりがあり，その上で他者のょいところを認める
指導が日常的に行われることにより，子どもたち
が自分をのびのびと表現できる学級へつながるこ
とが明らかとなった。
第二に，心の花束の授業実践について考える。
中西 (1998)は「子どもの『よさ』を認めるこ左
が指導の原点になりうるといっても過言ではな
い。Jrその子の存在を見直す機会にしたい。学級
の一人がみんな驚くような特色(個4性)をもって
いるのだ，という認識が相互にいきわたるような
『よさ』が教育の究極のねらいなのではないか。」
と述べている。この言葉からも，子どもたちのよ
さを認め合う活動を行うことで子どもたちの自己
肯定感を高められると考えられる。
結果として，子どもから「自分では思いっかな
いけど，友達は僕の良いところをいっぱい知って
いた。Jiこれからも自分と友達の良いところを見
つけていきたい。Jという感想があった。このこと
から，自身では気づいていなかった自分の「よさJ
を知り，さらには友達のょいところに目を向けて
いこうとしていたことがわかる。自身の「よさ」
を知り，それを受け入れることは少なからず自信
につながる。このような活動を毎学期行うなど定
期的に繰り返すことによって，自分のよさや友達
のよさを意識することが習慣化されていく。友達
からよさを認めてもらった子は，相手にもよいと
ころを見つけようとする。このようなかかわりは，
学級の中にプラスの循環を生み出す。自己を受け
入れて他者を認められるようになる個々の成長が，
集団の成長につながっていく。そして，この積み
重ねが自分と同じように相手の存在も大切に思う
信頼感を育み，互いに認め合う雰囲気を形成し，
自己肯定感を高めることにつながると考える。
5.到達点と課題
(1)研究に対する達成度
担任の意識調査と授業観察について，子どもた
ちを変えていくためには，担任が「子どもたちに
自信をもたせたいJという明確な目標を持ち，そ
のために学級の子どもたち全員の考えを認めたり，
仲間の意見の良いところに目を向けさせたりする
など，強い働きかけが継続的に必要だと明らかに
なった。
筆者の実践については，子どもたち一人一人が
周りから受け容れられていること，たくさんの良
いところをみてもらっていることに気付くことが
できたという成果があった。普段から自分に対し
て自信がないと発言してきた子どもたちが，五
いを認め合う肯定的なメッセージを伝え合えたこ
とは大きな意義があると考える。子どもたちの授
業後の感想からは，今回の活動をきっかけとして，
自分のよさに改めて目を向け，それを意識してい
くことで，子どもたちの自己肯定感の高まりにつ
ながったことがわかる。また，友達のよさに目を
向け，それを互いに認め合うことにより，他者を
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否定せず，ありのままの自分をだせるようなあた
たかな雰囲気につながった。
(2)今後の課題
定期的にアンケートを実施することで，認め合
う活動の実践による自己肯定感の高まりを数値化
していく。アンケートの結果から視覚的に自己肯
定感の高まりを見ていくことで，認め合う活動の
在り方についてより深く考察していく。また，認
め合う活動として年間を通じて計画的に実践して
いった際の子ども一人一人の自己肯定感の高まり，
そしてそのことによって築かれる学級の雰囲気に
ついて考察していきたlt¥
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